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激 令 ＿

l

〇 吾 慨 3 裕 中 3 苓 書 い 湮 斗 が 翌 浬 （ A 慨 墨

〇 巴 ―＿ 津 溶 翌 涅 S I 蓉 肉 姑 臣 斗 が 翌 主 （ 溶 漆 器 ）

〇 斧 ↓ は 書 E 巨 邑 芭 呻 3 f r さ 3 津 溶 3 器 溶 3 竺 翌 い 湮 斗 が

冷 室 槃 S I 蓉 肉 姪 臣 斗 が 翌 浬 （ 国 ）

〇 巴 ―＿
津 索 箋 翌 溶 冷 室 （ 国 ）

（ 給 料 月 額 の 特 例 ）

第 三 条
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〇 巴 ― 云 蕊 霊 謳 零 声 知 0 巴 ―＿ 津 吾 柵 3 海 ぎ ぃ 竺 } 5 面 條 面

湮 玉 皿 湮 慨 ミ 冒 竺 旦 郎 が わ 埠 翌 昇 湮 斗 が 翌 喜 I

蓉 肉 廷 臣 斗 が 翌 浬 （ 丑 豆 汁 慮 墨

〇 巴 ―― 津 書 澱 柵 涛 3 淀 薩 竺 品 ゴ ふ 翌 涅 S I 翌 肉 姑 臣 斗

が 翌 浬 （ 雨 沸 避 遡 墨

0 ヤ が 低 氏 巴 ― - s 油 涵 肉 哨 0 謙 バ 5 冷 室 3 ー 平 孟 ふ 竺 E 斗

が 冷 室 （ 涵 蒜 痔 遡 栗 ）

令 和 四 年 七 月 一 日 か ら 令 和 八 年 三 月 二 十 六 日 ま で の 間 （ 以 下 「 特 例 期 間 」 と い う 。） に 係

る 知 事 に 対 す る 給 料 月 額 の 支 給 に 当 た っ て は 、 知 事 、 副 知 事 給 与 条 例 （ 昭 和 二 十 ―一 年 石 川 県 条 例

第 三 号 。 以 下 「 知 事 等 給 与 条 例 」 と い う 。） 第 一 条 第 一 号 に 定 め る 給 料 月 額 か ら 、 当 該 給 料 月 額

（ 期 末 手 当 の 特 例 ）

特 例 期 間 に 係 る 知 事 に 対 す る 期 末 手 当 の 支 給 に 当 た っ て は 、 知 事 等 給 与 条 例 第 三 条 第 一 項

及 び 第 二 項 の 規 定 に よ り 算 定 し た 額 か ら 、 当 該 額 に 百 分 の 三 十 を 乗 じ て 得 た 額 に 相 当 す る 額 を 減

（ 退 職 手 当 の 特 例 ）

令 和 四 年 三 月 二 十 七 日 か ら 令 和 八 年 三 月 二 十 六 日 ま で の 間 に 係 る 知 事 に 対 す る 退 職 手 当 の

支 給 に 当 た っ て は 、 特 別 職 の 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 平 成 三 年 石 川 県 条 例 第 十 一 号 ） 第 三

条 第 一 項 の 規 定 に よ り 算 定 し た 額 か ら 、 当 該 額 に 百 分 の 五 十 を 乗 じ て 得 た 額 に 相 当 す る 額 を 減 ず

（ 端 数 計 算 ）

に 百 分 の 三 十 を 乗 じ て 得 た 額 に 相 当 す る 額 を 減 ず る 。

知 事 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例

石 川 県 条 例 第 十 九 号

令 和 四 年 六 月 二 十 四 日

知 事 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。
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前 三 条 の 規 定 に よ り 給 料 月 額 、 期 末 手 当 及 び 退 職 手 当 の 支 給 に 当 た っ て 減 ず る こ と と さ れ

る 額 を 算 定 す る 場 合 に お い て 、 当 該 額 に 一 円 未 満 の 端 数 を 生 じ た と き は 、 こ れ を 切 り 捨 て る も の

（ 施 行 期 日 ）

（ 令 和 四 年 七 月 一 日 か ら 同 年 八 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 係 る 給 料 月 額 の 特 例 ）

令 和 四 年 七 月 一 日 か ら 同 年 八 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 係 る 知 事 に 対 す る 給 料 月 額 の 支 給 に 当 た っ

て は 、 第 一 条 の 規 定 に よ り 算 定 し た 額 か ら 、 六 十 一 万 八 千 九 百 十 三 円 を 減 ず る 。

令 和 四 年 十 二 月 の 知 事 に 対 す る 期 末 手 当 の 支 給 に 当 た っ て は 、 第 二 条 の 規 定 に よ り 算 定 し た 額

石 川 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 石 川 県 条 例 第 二 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 十 四 条 第 二 項 中 「 附 記 さ れ た 事 項 」 を 「 付 記 さ れ た 事 項 （ 省 令 で 定 め る 事 項 を 除 く 。 ） 」 に 改

た だ し 、 当 該 不 動 産 の 取 得 に つ い て 、 当 該 期 間 内 に 不 動 産 登 記 法 （ 平 成 十 六 年 法 律 第 百 二 十 三

号 ） 第 十 八 条 の 規 定 に よ り 表 示 に 関 す る 登 記 又 は 所 有 権 の 登 記 の 申 請 を し た 場 合 （ 同 法 第 二 十 五

条 の 規 定 に よ り 当 該 申 請 が 却 下 さ れ た 場 合 を 除 く 。 ） は 、 こ の 限 り で な い 。

第 七 十 三 条 第 二 項 中 「 前 項 の 規 定 に よ っ て 提 出 す べ き 申 告 書 に 」 を 「 前 項 本 文 に 規 定 す る 期 限 ま

で に 、 」 に 、 「 添 付 し 」 を 「 知 事 に 提 出 し 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 知 事 は 、 」 の 下 に 「 前 項 に 規 定

す る ほ か 、 」 を 、 「 対 し 」 の 下 に 「 当 該 不 動 産 の 取 得 に 係 る 事 項 （ 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 を 除 く 。 ）

に つ い て 」 を 加 え 、 同 項 を 同 条 第 四 項 と し 、 同 条 第 二 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

第 一 項 た だ し 書 の 場 合 に お い て も 、 知 事 は 、 不 動 産 取 得 税 の 賦 課 徴 収 に つ い て 必 要 が あ る と 認

め る と き は 、 不 動 産 を 取 得 し た 者 に 対 し 同 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 申 告 を 求 め る こ と が で き

第 七 十 三 条 第 一 項 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。

め 、 同 条 第 三 項 中 「 附 記 し 」 を 「 付 記 し 」 に 改 め る 。

石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

石 川 県 条 例 第 二 十 号

令 和 四 年 六 月 二 十 四 日

石 川 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

か ら 、 二 十 七 万 五 千 六 百 八 十 一 円 を 減 ず る 。

（ 令 和 四 年 十 ― 一 月 の 期 末 手 当 の 特 例 ）

こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

第 四 条
附 則

と す る 。
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十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条

石 川 県 条 例 第 二 十 ＿ 号

令 和 四 年 六 月 二 十 四 日

す る 。
（ 不 動 産 取 得 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）
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（ 施 行 期 日 ）

石 川 県 知 事 馳

こ の 条 例 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に

第 八 十 九 条 第 一 項 第 二 号 の 改 正 規 定 及 び 附 則 第 七 条 第 三 項 の 改 正 規 定

一 項 、 第 四 項 及 び 第 七 項 の 改 正 規 定 並 び に 次 項 及 び 附 則 第 三 項 の 規 定

浩

令 和 五 年 一 月 一 日

第 四 十 四 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 八 条 の 二 第 二 項 及 び 第 九 条 の 二 の 四 第

前 項 第 一 ― 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 後 の 石 川 県 税 条 例 （ 次 項 に お い て 「 六 年 新 条 例 」 と い う 。 ）

の 規 定 中 個 人 の 県 民 税 に 関 す る 部 分 は 、 令 和 六 年 度 以 後 の 年 度 分 の 個 人 の 県 民 税 に つ い て 適 用 し 、

令 和 五 年 度 分 ま で の 個 人 の 県 民 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

六 年 新 条 例 附 則 第 九 条 の 二 の 四 第 四 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 令 和 六 年 度 か ら 令 和 八 年 度 ま

で の 各 年 度 分 の 個 人 の 県 民 税 に 限 り 、 同 項 中 「 に つ い て 確 定 申 告 書 」 と あ る の は 「 に 係 る 確 定 申

告 書 （ 当 該 上 場 株 式 等 に 係 る 譲 渡 損 失 の 金 額 の 生 じ た 年 が 令 和 二 年 か ら 令 和 四 年 ま で の 各 年 で あ

る 場 合 に は 、 そ の 年 の 末 日 の 属 す る 年 度 の 翌 年 度 分 の 県 民 税 に 係 る 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る

法 律 （ 令 和 四 年 法 律 第 一 号 ） 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 地 方 税 法 附 則 第 三 十 五 条 の 二 の 六 第 五

項 に 規 定 す る 申 告 書 （ そ の 提 出 期 限 後 に お い て 県 民 税 の 納 税 通 知 書 が 送 達 さ れ る 時 ま で に 提 出 さ

れ た も の を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 旧 申 告 書 」 と い う 。 ） ） 」 と 、 「 に つ い て 連 続 し て 確 定 申 告

書 を 」 と あ る の は 「 に 係 る 確 定 申 告 書 （ 当 該 年 が 令 和 三 年 又 は 令 和 四 年 で あ る 場 合 に は 、 そ の 年

の 末 日 の 属 す る 年 度 の 翌 年 度 分 の 県 民 税 に 係 る 旧 申 告 書 ） を 連 続 し て 」 と す る 。

こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 第 七 十 三 条 及 び 第 七 十 六 条 第 二 項 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後

の 不 動 産 の 取 得 に 対 し て 課 す べ き 不 動 産 取 得 税 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 の 不 動 産 の 取 得 に 対 し て

課 す る 不 動 産 取 得 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布

本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 石 川 県 条 例 第 三

3  
2  

（ 個 人 の 県 民 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）

ー

定 め る 日 か ら 施 行 す る 。
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石 川 県 核 燃 料 税 条 例

令 和 四 年 六 月 二 十 四 日

石 川 県 核 燃 料 税 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。
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石 川 県 知 事 馳

第 ― 一 条 中 「 令 和 四 年 三 月 ― ― ― 十 一 日 」 を 「 令 和 六 年 三 月 三 十 一 日 」 に 、 「 二 年 を 」 を 「 三 年 を 」

に 、 「 第 十 条 第 七 項 第 六 号 」 を 「 第 十 条 第 八 項 第 六 号 」 に 、 「 第 四 十 二 条 の 四 第 八 項 第 七 号 」 を 「 第

四 十 二 条 の 四 第 十 九 項 第 七 号 」 に 、 「 同 法 第 六 十 八 条 の 九 第 八 項 第 六 号 」 を 「 法 人 税 法 （ 昭 和 四

十 年 法 律 第 三 十 四 号 ） 第 六 十 六 条 第 六 項 」 に 、 「 中 小 連 結 法 人 」 を 「 中 小 通 算 法 人 」 に 改 め る 。

（ 半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

半 島 振 興 対 策 実 施 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 一 年 石 川 県 条 例

第 二 条 中 「 第 十 ―一 条 第 三 項 の 表 の 第 二 号 」 を 「 第 十 二 条 第 四 項 の 表 の 第 二 号 」 に 、 「 第 四 十 五

条 第 二 項 の 表 の 第 二 号 」 を 「 第 四 十 五 条 第 三 項 の 表 の 第 二 号 」 に 改 め る 。

（ 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の 支 援 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の 支 援 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 令 和 三 年 石 川 県 条

第 一 条 中 「 第 二 十 八 条 の 九 第 十 項 」 を 「 第 二 十 八 条 の 九 第 十 項 第 一 号 」 に 改 め る 。

第 二 条 第 一 項 中 「 第 十 二 条 第 一 二 項 の 表 の 第 一 号 」 を 「 第 十 二 条 第 四 項 の 表 の 第 一 号 」 に 、 「 第

四 十 五 条 第 二 項 の 表 の 第 一 号 」 を 「 第 四 十 五 条 第 三 項 の 表 の 第 一 号 」 に 改 め る 。

（ 施 行 期 日 等 ）

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県

税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 規 定 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

（ 本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 第 二 条

の 規 定 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 以 後 に 新 設 さ れ 、 又 は 増 設 さ れ る 設 備 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 新

設 さ れ 、 又 は 増 設 さ れ た 設 備 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 第 二 条

に 規 定 す る 中 小 連 結 法 人 に つ い て は 、 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 県

税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 条 例 第 二 条 に 規 定 す る 中 小 通 算 法 人 と み な し て 、 同 条 の 規 定 を 適 用 す る 。

例 第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
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附 則

を 「 七 千 七 百 円 」 に 改 め る 。

負 担 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

石 川 県 条 例 第 二 十 三 号

令 和 四 年 六 月 二 十 四 日

る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

今 苫 4 年 6 J = J  2 4  1 3  (~
Iii

 

1 3 )  

石 川 県 知 事 馳 浩

こ の 条 例 の 規 定 は 、 発 電 用 原 子 炉 の 設 置 者 が こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。）

以 後 に 行 う 第 四 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 行 為 （ 同 項 第 一 号 に 掲 げ る 行 為 に あ っ て は 、 施 行 日 前 に 発

電 用 原 子 炉 に 挿 入 さ れ た 核 燃 料 の 施 行 日 以 後 に 行 う 発 電 用 原 子 炉 へ の 挿 入 を 除 く 。 ） に つ い て 適

施 行 日 の 属 す る 課 税 期 間 は 、 第 五 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 施 行 日 を そ の 始 期 と す る 。

（ こ の 条 例 の 失 効 ）

こ の 条 例 は 、 施 行 日 か ら 起 算 し て 五 年 を 経 過 し た 日 に 、 そ の 効 力 を 失 う 。 た だ し 、 発 電 用 原 子

炉 の 設 置 者 が こ の 条 例 の 失 効 の 日 （ 以 下 「 失 効 日 」 と い う 。 ） 前 に 行 っ た 第 四 条 第 一 項 各 号 に 掲

げ る 行 為 に 対 し て 課 し た 、 又 は 課 す べ き で あ っ た 核 燃 料 税 に つ い て は 、 こ の 条 例 の 規 定 は 、 失 効

日 以 後 も 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。

失 効 日 前 の 最 後 の 課 税 期 間 は 、 第 五 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 失 効 日 の 属 す る 月 の 前 月 の

末 日 を そ の 終 期 と す る 。

石 川 県 議 会 議 員 及 び 石 川 県 知 事 の 選 挙 に お け る 選 挙 運 動 用 自 動 車 の 使 用 等 に 係 る 公 費 負 担 に 関 す

石 川 県 議 会 議 員 及 び 石 川 県 知 事 の 選 挙 に お け る 選 挙 運 動 用 自 動 車 の 使 用 等 に 係 る 公 費

石 川 県 議 会 議 員 及 び 石 川 県 知 事 の 選 挙 に お け る 選 挙 運 動 用 自 動 車 の 使 用 等 に 係 る 公 費 負 担 に 関 す

る 条 例 （ 平 成 六 年 石 川 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 第 二 号 イ 中 「 一 万 五 千 八 百 円 」 を 「 一 万 六 千 百 円 」 に 改 め 、 同 号 口 中 「 七 千 五 百 六 十 円 」

第 八 条 第 一 号 中 「 七 円 五 十 一 銭 」 を 「 七 円 七 十 三 銭 」 に 改 め 、 同 条 第 二 号 中 「 三 十 七 万 五 千 五 百

円 と 五 円 二 銭 」 を 「 三 十 八 万 六 千 五 百 円 と 五 円 十 八 銭 」 に 改 め る 。

第 十 一 条 第 一 号 中 「 五 百 二 十 五 円 六 銭 」 を 「 五 百 四 十 一 円 三 十 一 銭 」 に 、 「 三 十 一 万 五 百 円 」 を

「 三 十 一 万 六 千 二 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 条 第 二 号 中 「 二 十 七 円 五 十 銭 」 を 「 二 十 八 円 三 十 五 銭 」 に 、

「 五 十 七 万 三 千 三 十 円 」 を 「 五 十 八 万 六 千 九 百 五 円 」 に 改 め る 。

5  
（ こ の 条 例 の 失 効 に 伴 う 課 税 期 間 の 特 例 ）

4  
3  

（ こ の 条 例 の 施 行 に 伴 う 課 税 期 間 の 特 例 ）

2  
用 す る 。
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正 す る 。

石 川 県 条 例 第 二 十 五 号

2  
ー

l o  

ふ る さ と 石 川 の 環 境 を 守 り 育 て る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

令 和 四 年 六 月 二 十 四 日
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（ 施 行 期 日 ）

（ 経 過 措 置 ）

改 正 後 の 石 川 県 議 会 議 員 及 び 石 川 県 知 事 の 選 挙 に お け る 選 挙 運 動 用 自 動 車 の 使 用 等 に 係 る 公 費

負 担 に 関 す る 条 例 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 そ の 期 日 を 告 示 さ れ る 選 挙 に つ い て 適 用 し 、

こ の 条 例 の 施 行 の 日 の 前 日 ま で に そ の 期 日 を 告 示 さ れ た 選 挙 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

石 川 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

石 川 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 石 川 県 条 例 第 五 十 三 号 ）

別 表 第 一 非 紹 介 患 者 等 加 算 料 の 項 中 「 五 、 0 九 0 円 」 を 「 七 、 七 0 0 円 」 に 、 「 三 、

を 「 五 、 五 0 0 円 」 に 、 「 二 、 五 四 0 円 」 を 「 三 、 三 0 0 円 」 に 、 「 一 、 五 二 0 円 」 を 「 二 、 0 九 〇

（ 施 行 期 日 ）

（ 経 過 措 置 ）

2  
ー

石 川 県 知 事 馳

改 正 後 の 別 表 第 一 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 の 使 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て 適 用 し 、 同

日 前 の 使 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

ふ る さ と 石 川 の 環 境 を 守 り 育 て る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

ふ る さ と 石 川 の 環 境 を 守 り 育 て る 条 例 （ 平 成 十 六 年 石 川 県 条 例 第 十 六 号 ）

こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

附 則

円 」 に 改 め る 。

に 改 正 す る 。

石 川 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

石 川 県 条 例 第 二 十 四 号

令 和 四 年 六 月 二 十 四 日

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。
出

石 川 県 知 事 馳

涸 応 歯

の 一 部 を 次 の よ う

叫
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の 一 部 を 次 の よ う に 改
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